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この度、諏訪基先生の後を受けて研究所長を拝命

いたしました。自己紹介と今後の抱負を述べさせて

いただきます。

私のこれまでの経歴を一言で表しますと、バリア

フリーとなります。糸の切れた凧と評する人もいま

す。工学部を出た後、海外でのポスドク（一年毎契

約の流動研究員のこと）、日本でのポスドク、大学

医学部の助手、民間研究機関の研究員、そして国リ

ハ研究所と、産官学の研究機関を渡り歩いてきまし

た。その間、国の大型プロジェクト（ERATO）の

研究総括やベンチャー企業の立ち上げにも関わって

きました。研究内容も、合成化学、物理化学、筋生

理学、遺伝子工学、分子生物学、ゲノム科学と変遷

してきています。したがって、研究の場や研究分野

を変えることには何の抵抗もなくなりました。

９年前に、縁有って国リハ研究所の障害工学研究

部長として赴任した時、国リハでなければやれない

研究をやろうと考えました。当センターの病院や更

生訓練所を訪れる視覚障害者の中で、網膜色素変性

症の患者さんが一番多いということを知り、この疾

患の原因遺伝子探索を行うことにしました。そこで、

病院眼科と共同研究を実施し、69名の患者さんの

協力を得て、病気の原因となる候補遺伝子変異をい

くつか見つけることができました。またこの過程で

国リハ発の独自の遺伝子解析技術を開発し、企業の

力を借りて実用化まで持っていくことができまし

た。

これらの経験を通して学んだことは、障害者を支

援するために本当に役立つ研究を行うためには、障

害当事者はもちろんのこと、センター内の他部門と

の連携、さらには企業を含めたセンター外の組織を

最大限に活用した研究体制をとる必要があるという

ことです。今回策定されたセンタ

ーの中期目標にある「総合的リハ

ビリテーション医療サービスの提

供」、「センター横断的な事業推進」なども、部門間

の緊密な連携が前提となります。諏訪前所長のご努

力により、センター内ではバリアフリーな環境が醸

成されつつあります。したがって、臨床現場と連携

して研究をやりたいと考えている研究所の研究員

が、病院や自立支援局の方々との共同研究を、これ

まで以上に実施しやすい体制が整ってきています。

研究所の中期目標の一つとして、「総合的リハビ

リテーションにおけるコア・コンピタンス（中核技

術）の確立」があります。この中核技術として、脳

科学、ゲノム科学、ロボット工学などの最先端科

学・技術を積極的に取り入れていきたいと考えてい

ます。これらの先端科学・技術は、障害の分野でこ

そ必要とされるものと思うからです。これらを用い

れば、個々人の障害特性を精密に評価し、各個人に

最も適したリハビリテーションや各種支援プログラ

ム、支援機器を提供することが可能になると考えま

す。一方、障害者支援に際しては、ただ支援技術を

開発しただけでは解決できない、制度的な問題も

多々有りますので、本省とのパイプを太くして、政

策策定にも貢献できるような研究の取り組みを強化

したいと考えています。

研究所には意欲的で有能な研究者が満ちあふれて

います。これらの皆さんが持てる力を存分に発揮す

れば、多くの新しい障害研究分野を切り開いていけ

るものと確信しています。ただ、臨床現場で障害者

の医療やリハビリテーションに日々従事されている

皆さん方からのご要望・ご意見なくして、本当に必

要とされる支援技術は作れません。センター内のす

べての皆さんが一丸となって、これからの障害者支

援のための新しい方向について、アイデアを出し合

いましょう。所長室のドアは、もちろんバリアフリ

ー、いつも開けっ放しです。皆さんのおいでをお待

ちしております。

〔研究所長就任挨拶〕

バリアフリーづくし
研究所長　加藤誠志
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この度、国立障害者リハビリテーションセンター

中期目標（以下「中期目標」という。）が策定され

た。

その背景であるが、国の行政機関については、

「行政機関が行う政策の評価に関する法律」に基づ

き、その所掌に係る政策について、自ら評価しその

評価結果を当該政策に反映されなければならないこ

ととされている。

また、国の予算においては、厳しい財政状況の下、

不要不急な事業の根絶等が進められている。

他方、センターの事業運営については、昨年３月、

厚生労働省が「国立更生援護機関の今後のあり方に

関する検討会」の報告書を取りまとめたが、同報告

書では、国立更生援護機関の持つべき機能として総

合的リハビリテーション医療の提供など７つが挙げ

られ、統一的な方針の下に事業運営をすることが提

言されている。

このような状況の下、今後５年間にセンターが取

り組むべき事項を目標として明示したのが中期目標

であり、今後センターは、この中期目標に基づき毎

年の運営方針を策定していくこととしている。

中期目標の策定に当たっては、昨年10月にセン

ターに設置された企画経営本部（本部長；江藤更生

訓練所長）において、同本部の幹事会を含め７回に

わたる会合を開催し、各部門から集まった幹事を通

じたボトムアップ方式による議論を積み重ねて、盛

り込むべき事項を具体化していった。

そして、３月の運営委員会の審議を経て内容を確

定し、センターのホームページ（http://www.rehab.

go.jp/kanribu/japanese/chuukimokuhyou.pdf）

において中期目標の全文が掲載されている。

以下では、その概要を紹介することとしたい。

中期目標の冒頭には「前文」が置かれ、センター

として果たすべき役割（ミッションポリシー）が総

論的に提示されている。

続いて「中期目標の期間」として平成22年度か

ら26年度までの５年間とすることが規定されてい

るが、期間中であっても必要に応じて随時改定して

いく予定である。

その次にある「サービス等業務の質の向上に関す

る事項」は最も多くの分量を占めており、利用者側

にも関心の高い内容となっているものと思われる。

その項目立てについては、「総合的リハビリテーシ

ョン医療の提供」、「リハビリテーション技術・福祉

機器の研究開発」、「リハビリテーション専門職員の

人材育成」、「障害福祉サービスの提供」、「リハビリ

テーション健康増進プログラムの提供」、「リハビリ

テーションに関する情報収集及び提供」、「リハビリ

テーションに関する企画・立案」、「リハビリテーシ

ョンに関する国際協力」と、センターの部門ごとで

はなく、取り組むべき機能ごとにまとめられている。

これらの取組みには、従来からの実践を発展させ

るものもあるが、健康増進プログラムのように新た

に本格的に取り組み始めるものもある。いずれにお

いても、各部門が一体となって利用者主体のサービ

ス提供、時代の科学を動員した障害研究、機能的制

限の軽減・能力開発の実践・研究が求められてい

る。

その後に、「業務運営の効率化に関する事項」、

「財務内容の改善に関する事項」、「その他業務の運

営に関する事項」が記載されている。独立行政法人

においても、主務大臣が中期目標を定め、各法人が

目標を達成するための中期計画を定めることにより

業務運営の効率化を図っており、その項目立てもほ

ぼ同様であるが、「業務運営の効率化に関する事項」

等については、詳細な記載を持つところが通例であ

る独立行政法人と比較すれば、センターは簡潔な記

載となっている。

なお、センターは、本年度より

自立支援局の下に視力障害センタ

〔センター中期目標〕

国立障害者リハビリテーションセンター中期目標
～時代を拓く先進的障害研究センターを目指して～

の策定について
企画統括官　玉川　淳
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ー、重度障害者センター、秩父学

園を位置付けることとなったが、

これらの部門において取り組むべ

き事項については今後対応を図る

予定としている。

昨年、センターは創立30周年を迎えた。人間で

あれば、論語に「三十而立（三十にして立つ）」と

あるように、自立を迎える時期に当たる。関係者が

力を合わせて中期目標の進捗状況を検証し、センタ

ーの業務運営を年度を超えて考えていくことによ

り、センターの自立的な運営に一歩づつ近付いてい

くものと期待している。
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